
　
袖
ヶ
浦
市
選
出
の
自
民
党
、江

野
澤
吉
克（
え
の
さ
わ
・
よ
し
か

つ
）県
議
は
、昨
年
6
月
か
ら
県

議
会
の
副
議
長
に
選
任
さ
れ
、公

正・円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。江
野
澤
県
議
は
県
議
会

の
中
堅
議
員
と
し
て
、4
期
目
の

議
会
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て

い
ま
す
が
、今
回
の「
県
議
会
リ

ポ
ー
ト
」で
は
、令
和
3
年
度
の

県
予
算
の
編
成
状
況
と
、地
域
の

都
市
計
画
道
路
な
ど
道
路
整
備

に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。ま

た
、12
月
議
会
で
の
自
民
党
の
代

表
質
問
か
ら
、コ
ロ
ナ
対
策
な
ど

県
政
の
当
面
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
、主
な
質
疑
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議長席に就き、議事を進める江野澤副議長

　
こ
の
た
び
、
栄
誉
あ
る
第

73
代
千
葉
県
議
会
副
議
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
に
存
じ
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
公
正
か
つ
円
滑
な

議
会
運
営
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
千
葉
県
で
は
未
だ

感
染
の
終
息
が
見
通
せ
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
や
、
頻
発
す
る
自

然
災
害
な
ど
、
県
民
生
活

や
県
内
経
済
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
県
民
の
安
全
・

就
任
ご
あ
い
さ
つ

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
上
で
の

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
対

応
に
当
た
ら
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
寄
り
添
い
、
県
民
一丸

と
な
っ
て
こ
の
苦
境
を
乗
り
越

え
る
べ
く
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ

ま
し
た「
東
京
2
0
2
0
オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
」は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

1
年
間
の
延
期
や
無
観
客
で
の

開
催
運
営
、
感
染
防
止
対

策
な
ど
、
難
し
い
大
会
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会

が
本
県
に
と
っ
て
、
今
後
の

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
未
来
に
生

か
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
議
会
機
能
の一

層
の
充
実
・
強
化
と
、
県

民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
目
指
す
と
と
も
に
、

6
3
0
万
県
民
の
負
託
と

信
頼
に
応
え
、
誠
心
誠
意
、

そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

“ふるさとちば”のための政策推進を
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１７回の補正予算を編成

令
和
3
年
度
の
県
予
算

新型コロナ
対策などで

宿
泊
療
養
に
2
千
室
確
保

　
千
葉
県
の
令
和
3
年
度
当

初
予
算
は
、
3
月
に
知
事
選
を

控
え
て
い
た
た
め
、
経
常
的
経

費
を
中
心
と
し
た「
骨
格
予

算
」と
し
て
編
成
し
、
知
事
選

挙
後
の
6
月
補
正
予
算
で
、
政

策
的
な
判
断
を
要
す
る
経
費
や

新
規
事
業
、
投
資
的
経
費
の

う
ち
新
規
着
手
分
な
ど
を
中

心
に
、「
肉
付
け
予
算
」が
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
への
対
応
な
ど
の
た
め
、

令
和
3
年
12
月
議
会
ま
で
に
17

回
の
補
正
予
算
が
編
成
さ
れ
ま

　
12
月
県
議
会
は
、
昨
年
12

月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団
を
代
表
し
て

県
連
政
務
調
査
会
長
が
代
表

質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ

し
た
。
現
時
点
の
予
算
規
模
は
、

2
兆
6
3
1
6
億
42
百
万
円

で
、
12
月
補
正
後
の
予
算
額
と

し
て
は
過
去
最
大
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
対
応
す
る
た
め
の
予
算
は
、

現
時
点
8
2
7
3
億
18
百
万

円
で
、
主
な
も
の
は
、「
飲
食
店

や
大
規
模
施
設
等
へ
の
感
染
防

止
対
策
協
力
金
」や
、「
中
小
企

業
の
経
営
を
支
援
す
る
た
め
の

中
小
企
業
振
興
融
資
資
金
や

　
自
民
党
代
表
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応
で
す

が
、
今
年
の
夏
の
感
染
拡
大
を

踏
ま
え
た
病
床
や
宿
泊
養
護
施

設
の
確
保
に
つい
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
熊
谷
知
事
　
今
年
夏
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
力
が
よ

り
強
く
なった
場
合
も
想
定
し
、

臨
時
の
医
療
施
設
約
2
0
0
床

を
含
め
、
最
大
で
1
7
3
6
床
を

確
保
し
、
う
ち
重
症
者
用
の
病

床
と
し
て
最
大
で
1
7
8
床
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
う
ち
、
妊
婦
の
受
入
れ

利
子
補
給
」、「
宿
泊
者
優
待
事

業
」、「
感
染
症
患
者
受
入
れ
の

た
め
の
空
床
確
保
事
業
」、「
臨

時
医
療
施
設
運
営
事
業
」、「
軽

症
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
確
保

事
業
」「
ワ
ク
チ
ン
個
別
接
種
支

援
事
業
」な
ど
と
なって
い
ま
す
。

　
江
野
澤
県
議
は
、
2
月
議
会

の「
骨
格
予
算
」と
、
6
月
議
会

の「
肉
付
け
予
算
」の
編
成
時
に
、

と
も
に
予
算
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
、
令
和
3
年
度
県
予
算

の
成
立
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
な
ど
、
市
民

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
問
題

で
の
質
疑
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。

が
可
能
な
病
床
と
し
て
40
床
、

小
児
の
受
入
れ
が
可
能
な
病
床

と
し
て
45
床
を
確
保
す
る
な
ど
、

配
慮
が
必
要
な
患
者
向
け
の
病

床
の
確
保
に
努
め
、
軽
症
者
等

に
対
応
す
る
た
め
の
宿
泊
療
養

施
設
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
0

室
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
オ
ミ
ク
ロン
株
は
い
ま
だ
不
確

定
、
不
明
確
な
部
分
が
あ
り
ま

す
ので
、
感
染
動
向
を
十
分
に
注

視
し
、
今
後
の
感
染
再
拡
大
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
確
保
し
た

病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
の
効
果

的
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
県
議
会
の
主
な
質
疑

し
た
。
現
時
点
の
予
算
規
模
は
、

利
子
補
給
」、「
宿
泊
者
優
待
事

予
算
委
員
長
を
務
め



保
健
所
業
務
を
見
直
し

高
校
入
試
の
コロ
ナ
対
策

3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

●袖ヶ浦市と県政に関するご要望をお寄せください。●袖ヶ浦市と県政に関するご要望をお寄せください。
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市内道路整備の進捗状況
都
市
計
画
道
路

西
河
内
根
場
線

・
中
野
畑
沢
線

　

都
市
計
画
道
路
西
河
内
根

場
線
及
び
中
野
畑
沢
線
の
街
路

事
業
は
、主
要
地
方
道
袖
ヶ
浦

中
島
木
更
津
線
の
バ
イ
パ
ス
部

分
で
あ
り
、交
通
渋
滞
の
解
消

や
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
着
岸
地
周
辺

と
袖
ヶ
浦
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る
た
め
、袖
ヶ
浦
坂
戸
市

場
か
ら
木
更
津
市
金
田
3
丁
目

ま
で
の
延
長
1・1
キ
ロ
区
間
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、平
成
29
年
度
に

事
業
着
手
さ
れ
、幅
員
25
メ
ー
ト

ル（
車
道
4
車
線
、両
側
歩
道
）の

規
模
で
、県
が
袖
ヶ
浦
市
や
木
更

　

県
道
千
葉
鴨
川
線
は
、円
滑

な
交
通
の
確
保
や
館
山
自
動
車

道
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る

た
め
、袖
ヶ
浦
市
上
泉
か
ら
高
谷

　

県
道
長
浦
上
総
線
の
袖
ヶ
浦

市
阿
部
地
先
に
つい
て
は
、幅
員

が
狭
く
歩
道
も
な
い
こ
と
か
ら
、

歩
行
者
及
び
車
両
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、富
川
橋
南
側
交

差
点
か
ら
広
域
農
道
ま
で
の
0・

3
キ
ロ
区
間
で
、現

道
を
拡
幅
す
る
事

業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、平

成
30
年
度
の
事
業

着
手
以
降
、地
元

の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、地
元
説
明

会
や
境
界
立
会
い

が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
ま

で
に
、道
路
区
域

変
更
や
税
務
署
協

　
自
民
党
代
表　
今
後
の
感
染

拡
大
に
備
え
、陽
性
者
への
連
絡

や
健
康
観
察
等
を
速
や
か
に
行

え
る
よ
う
、ど
の
よ
う
に
保
健
所

の
体
制
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
県
で
は
、今
夏

の
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
経
験

を
踏
ま
え
、「
保
健・医
療
提
供
体

制
確
保
計
画
」を
策
定
す
る
過

程
で
、あ
ら
た
め
て
保
健
所
業
務

について
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

津
市
と
連
携
し
、用
地
の
取
得
を

進
め
てい
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、令
和

3
年
11
月
末
現
在
、用
地
取
得

率
は
約
9
割
と
なってい
ま
す
。

　
ま
た
、工
事
に
つい
て
は
、浮
戸

川
の
橋
梁
工
事
に
必
要
と
な
る

進
入
路
工
事
を
昨
年
度
ま
で
に

実
施
し
、現
在
、農
業
用
水
路
の

付
け
替
え
工
事
を
行
って
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、今
後
、袖
ヶ
浦
市

側
の
橋
梁
下
部
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
、引
き
続
き
事

業
の
推
進
を
図
って
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

ま
で
の
延
長
4
・
6
キ
ロ
区
間

で
、道
路
拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、令
和
2
年
8 工事中の都市計画道路

この先は未整備区間道幅の狭い現道

議
等
の「
用
地
取
得
に
必
要
な

手
続
き
が
完
了
し
」、今
年
度
よ

り
用
地
交
渉
が
始
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。こ
の
う
ち
、了
承
を
得

ら
れ
た
物
件
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、地
域
の
医
療

機
関
に
対
し
、陽
性
者
か
ら
の
入

院
判
断
に
必
要
な
事
項
の
聞
き

取
り
等
に
つい
て
、協
力
を
求
め

る
と
と
も
に
、医
療
機
関
で
検

査
を
受
け
た
県
民
の
皆
様
に
、ご

自
身
の
緊
急
連
絡
先
等
の
情
報

を
入
力
し
て
い
た
だ
く
県
独
自

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
に

よ
り
、業
務
の
効
率
化
を
図
って

ま
い
り
ま
し
た
。

月
に
延
長
1・6
キ
ロ
区
間
の
バ

イ
パ
ス
工
事
が
完
了
し
、全
線
が

開
通
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、袖
ヶ
浦
市
上
泉
地

区
の
1・0
キ
ロ
に
つい
て
は
、暫

定
2
車
線
で
供
用
し
て
い
る
た

め
、現
在
、4
車
線
化
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
道
千
葉
鴨
川
線

県
道
長
浦
上
総
線

　

自
民
党
代
表　
県
立
高
校

入
試
に
お
い
て
、濃
厚
接
触
者
の

受
検
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　

冨
塚
教
育
長　
県
教
育
委

員
会
で
は
、受
検
生
が
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
濃
厚
接

触
者
で
あ
って
も
、P
C
R
検
査

等
の
結
果
が
陰
性
で
、受
検
当

日
も
無
症
状
で
あ
り
、か
つ
公
共

交
通
機
関
を
利
用
せ
ず
に
受
検

会
場
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、別
室
で
の
受
検
を
可
能
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、受
検
生
が
濃
厚
接

触
者
と
な
る
疑
い
の
あ
る
場
合

は
、で
き
る
だ
け
早
く
特
定
し
，

P
C
R
検
査
等
を
実
施
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、健
康
福
祉
部

を
通
し
て
保
健
所
に
協
力
依
頼

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、受
検
生
が
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ルス
感
染
症
の
罹
患
等
に
よ

り
、本
検
査
も
追
検
査
も
受
検
で

き
な
かった
場
合
に
備
え
、回
復

に
必
要
な
期
間
を
置
い
て
特
例

検
査
を
実
施
し
、受
検
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
てい
ま
す
。

　
自
民
党
代
表　
県
内
に
お
け

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。ま
た
、3
回
目
の
接

種
に
つい
て
、現
在
の
県
内
の
状

況
は
ど
う
なって
い
る
の
か
。

　
滝
川
副
知
事　
県
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は

11
月
30
日
現
在
、対
象
者
の
約

5
7
3
万
人
に
対
し
、約
4
6 

3
万
人
、81
％
の
方
が
2
回
目
の

　
例
年
、年
初
め
に
行
っ

て
き
た「
江
野
澤
吉
克・

接
種
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

3
回
目
の
接
種
に
つい
て
は
、

12
月
1
日
か
ら
医
療
従
事
者

等
への
接
種
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、各
市
町
村
で
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
計
画
的
に
接
種

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

3
回
目
の
接
種
の
対
象
は
、

2
回
目
接
種
完
了
か
ら
概
ね
8

ヵ
月
以
上
経
過
し
た
18
歳
以
上

の
希
望
者
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
と
し
て
は
、市
町
村
に
お
け
る

3
回
目
接
種
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、ワ
ク
チ
ン
の
配
分
調
整
や
、

進
捗
管
理
を
通
し
て
市
町
村
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
春
県
政
報
告
会
」は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の

た
め
、本
年
は
中
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

１
面
か
ら
の
続
き


